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図面番号

工 事 名

作成年月日

縮　　尺

図 面 名

会 社 名

1/100(A1)

看護小規模多機能ホーム やまちゃん家(仮称) 新築工事

-
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S-10

基礎伏図

令和 8 年 4 月

有限会社 レン構造設計事務所      二連木清

一級建築士　       大臣登録　第141544号

一級建築士事務所　東京都知事登録　第 32015 号

スラブレベル変更

柱移動に伴う

基礎位置変更

立上り・土台追加
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特記なき限り下記による

1, 1FL = GL+100

梁天端レベル　1FL-202,

梁天端増打ち3,

4,

       1FL+200           1FL+300

5,

耐圧盤天端レベル 1FL-20

長期許容支持力度30kN/㎡

着工時の地盤調査（SWS試験）で

(  )内は、1FLからの梁天端レベルを示す

(  )内は、1FLからの耐圧盤天端レベルを示す

長期許容支持力度30kN/m2の確認を行うこと

(長期許容支持力度30kN/m2未満及びỿ下が

 生じる場合は地盤改良を行うこと)
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図面番号
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作成年月日

縮　　尺

図 面 名
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1/100(A1)

看護小規模多機能ホーム やまちゃん家(仮称) 新築工事

-
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1階伏図

S-11

令和 8 年 4 月

有限会社 レン構造設計事務所      二連木清

一級建築士　       大臣登録　第141544号

一級建築士事務所　東京都知事登録　第 32015 号

OPWの納まり問題で

C13とC12の左面を芯から52.5mm

柱脚金物とりやめ

耐力壁の取付面について追記

柱脚金物記載

凡 例

記 号

A.BOLT M12

土台

管柱

通し柱

耐力壁

面材耐力壁(真壁)

面材耐力壁(大壁)

正味断面105×105以上確保していれば柱欠損可能
鉄骨階段
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1階伏図　S=1/100
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特記なき限り下記による

1,

2,

3,

4,

柱：C10

間柱：部材リストによる

土台天端ﾚﾍﾞﾙ  1FL+105

(  )内は、1FLからの土台天端ﾚﾍﾞﾙ

土台：105×105（ひのき）

5, 柱脚柱頭金物：[V]

6, 面材耐力壁の取付面は、認定仕様等に適合する

範囲で柱の両面いずれも可とする
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看護小規模多機能ホーム やまちゃん家(仮称) 新築工事
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2階梁伏図

S-13

令和 8 年 4 月

有限会社 レン構造設計事務所      二連木清

一級建築士　       大臣登録　第141544号

一級建築士事務所　東京都知事登録　第 32015 号

梁寄り変更

JAS べいまつE110 120*210

95*197.5の断面で検討

リストの備考に断面欠損記載

耐力壁の納まりの関係で梁幅UP

梁天端-210→-300に変更

断面105*210→105*180

凡 例

記 号

管柱

耐力壁

通し柱

下階に柱・束

ホールダウンアンカー M16
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小屋束
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2階梁伏図　S=1/100
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特記なき限り下記による

1, 柱：C10

       は、構造用合板(24mm)ネダノット@100以下川の字打ち3,

2, 間柱：部材リストによる

4, 梁仕口:T4

登り梁端部 2-M12
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看護小規模多機能ホーム やまちゃん家(仮称) 新築工事

S-19

軸組図(4)

令和 8 年 4 月

有限会社 レン構造設計事務所      二連木清

一級建築士　       大臣登録　第141544号

一級建築士事務所　東京都知事登録　第 32015 号
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登り梁端部 2-M12

　　 は、小屋裏の補強とし、直下の耐力壁と同仕様とする

直下に耐力壁がない場合は、PWと同仕様とする。

　　 は、増打ちを示す。

柱:C10

柱脚柱頭金物：[V]

小屋束上下端部は金物[V]を取りつけること

間柱：部材リストによる

2,

3,

4,

5,

6,

7,

8,

土台：105×105（ひのき）

特記なき限り下記による

1, 梁仕口:T4
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工 事 名

作成年月日

縮　　尺

図 面 名

会 社 名

1/100(A1)

看護小規模多機能ホーム やまちゃん家(仮称) 新築工事
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S-23

軸組図(8)

令和 8 年 4 月

有限会社 レン構造設計事務所      二連木清

一級建築士　       大臣登録　第141544号

一級建築士事務所　東京都知事登録　第 32015 号
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Y3通り軸組図　S=1/100

▽1FL▽GL

▽北棟梁天端
▽南棟梁天端

▽南棟軒高さ

▽北棟軒高さ

X14 X15 X17X16 X18 X25X19

X21

X20 X23X22 X24

Y1通り軸組図　S=1/100

▽1FL
▽GL

▽北棟梁天端
▽南棟梁天端

▽南棟軒高さ

▽北棟軒高さ

X12 X13 X14 X15 X17X16 X18 X19

X21

X20 X23X22 X24 X25

Y4通り軸組図　S=1/100

X26X5 X6 X7 X8 X11X10

X9

X3 X4X1 X2

軸組図共通事項
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特記なき限り下記による

1, 梁仕口:T4

登り梁端部 2-M12

　　 は、小屋裏の補強とし、直下の耐力壁と同仕様とする

直下に耐力壁がない場合は、PWと同仕様とする。

　　 は、増打ちを示す。

柱:C10

柱脚柱頭金物：[V]

小屋束上下端部は金物[V]を取りつけること

間柱：部材リストによる

2,

3,

4,

5,

6,

7,

8,

土台：105×105（ひのき）



事業者名

図面番号

工 事 名

作成年月日

縮　　尺

図 面 名

会 社 名

1/20(A1)

部材断面リスト(2)

看護小規模多機能ホーム やまちゃん家(仮称) 新築工事

-

-
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令和 8 年 4 月

有限会社 レン構造設計事務所      二連木清
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230

8
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230

@210

A.BOLT:2-M12(SS400)

BASE.PL t=12(SN400B)

L=240

BOLT 2-M12(SS400)

PL t=12(SN400B)  

B

A

M12ボルト

M16座付きボルト
t=9x80x80

座彫り20mm程度

制作金物
L型プレート
t=9mm(SS400)

105x210(E105)

120x270(E120)

A=11025mm2

I=10129219mm4

柱角105x105

横架材間距離H=4032mm (FL～最高梁天高さで算定)

i=√I/A=30.311 、H/i=133.1<150 !OK

側桁 [-100×50×5×7.5

根太　すぎ(無等級)90×90

2000mm以内

200mm程度 70mm程度

定
着

長

定
着

長

4
d

以
上

1
.
5
d

以
上7d以上 7d以上 7d以上

1
.
5
d

以
上

1
.
5
d

以
上

7
d

4
d

4
d

4
d

7d

H

離隔幅

B

D

H H

B

D

35mm
以上

 

梁
せ

い
H

H
/
2

1.5H以上かつ
300mm以上

1.5H以上かつ
300mm以上

1.5H以上かつ
300mm以上

1.5D 1.5D H
/
2

符号

断面

樹種

等級

備考

X x Y

柱リスト

符号

樹種

等級

備考

X x Y

断面
梁幅 x 梁せい 符号 等級

同等以上への変更可同等以上への変更可

1)アンカーボルトの位置

土台・アンカーボルト

接合金物リスト

柱
脚
・
柱
頭

柱頭と柱脚で金物が共通の場合[ 金物記号 ]

柱頭と柱脚で金物が異なる場合[ 柱頭金物記号 / 柱脚金物記号 ]

短期許容引張力仕　様

オメガコーナー15kNⅡ(タナカ)

オメガプレート10kN用（タナカ）

備考

-

-

-

符号適用

V

15L

10L

-20 ホールダウン金物20kN用 20.0kN以上

-

-ホールダウン金物10kN用

ホールダウン金物15kN用

15.0kN以上

15.0kN以上

10.0kN以上

10.0kN以上10

15

梁
端
部

土台用のアンカーボルトは、
柱芯から200mm程度の位置に
配置すること

女木

柱

土台

※アンカーボルトは伏図に記載された位置に加えて、2000mm以下の間隔で配置すること

男木

腰掛けかま継ぎ
腰掛け蟻継ぎ

土台を継ぐ場合は男木側70mm程度
の位置にアンカーボルトを配置すること

※アンカーボルトに認定品を用いる場合の定着長は、
　認定内容に準拠すること

認定品のアンカーボルトは短期許容引張耐力を確認すること

▽土台

HDアンカー

▽CON天

土台アンカー

定着長は増打ち天端
(CON天)からとして良い

HDアンカーM16

土台アンカーM12

土台アンカーM16

HDアンカーM16

HDアンカーM16 HD金物35.5kN超え

HD金物25.0kN以下

HD金物25kN超え35.5kN以下

定着長

250以上

360以上

360以上

510以上

認定品

2)アンカーボルトの定着長

外壁部の土台 アンカーボルト相互の離隔

室外側

室内側

3)アンカーボルトと土台の離隔

※HD金物用のHDアンカーは適用外

間仕切り部の土台

d:アンカーボルト経

柱 座金
土台 14.4kN以下

25.6kN以下

 6.4kN以下

角座金の仕様
柱脚金物の
短期許容引張耐力 ※座金に認定品を使用する場合は、

  短期許容引張耐力を確認すること

  特に柱脚金物が7kNを超える場合

  は注意すること

t=4.5mm 40mm角

柱脚金物

※HDアンカーを用いるHD金物を用いた柱付近の土台座金は、一律t=4.5mm 40mm角として良い。

4)耐力壁柱付近の土台に定着させる座金

5)土台の現場加工

・地面から1m 以内の主要軸組(耐力壁を含む）には有効な防腐防蟻措置を講ずること

・防腐処理材を現場加工し防腐防蟻性能を損なう場合は、再度防腐防蟻処理を行うこと

［柱］

・欠損は、外壁に面する柱の場合、柱の中央部を避けること

・欠損は柱断面の中央とすること

・欠損は断面積・断面係数・断面二次ﾓｰﾒﾝﾄがそれぞれ 10%未満の欠損となるように計画すること

貫通孔径梁せい

105

120

135

150

180

以下

以下

以下

以下

以下

貫通孔径梁せい

210 以下

240

270

300

330

以下

以下

以下

以下

360

390

以下

以下

・梁の貫通孔Dは下記数値以下とする　（※同一等級構成集成材,LVLの場合は監理者に確認すること）

31

36

40

45

54

63

72

81

90

99

108

117

貫通孔径梁せい 貫通孔径梁せい

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下420

450

480

510

540

570

126

135

144

153

162

171

600

630

660

180

189

198

690

720

750

207

216

225

［梁］

・梁の下端は欠損させないこと

・欠損は断面積・断面係数・断面二次モーメントがそれぞれ 30 %未満の欠損となるように計画すること

5)軸組部材の欠損

・欠損はスパン中央部を避け、梁断面の中央(H/2部分)とすること

ボルトM12大入れ d:ボルト経
最低離隔寸法

D < 180

180 ≦ D < 300

300 ≦ D

ボルト

1-M12

2-M12

3-M12

梁せい

3)基礎梁と柱の離隔

▽GL

柱 ▽基礎梁、増打ち天端

高基礎等で柱と基礎梁が隣接する場合の離隔は、下記数値以上確保すること

離隔幅 ＝ H / 30 かつ 20mm以上

D=

H=

B=

D=

H=

落とし蟻
30程度

90以下

45以上

30程度

45以上

57～90

柱脚柱勝ちの場合

B=
中
柱

隅
柱

壁倍率

5倍以下

7倍以下

HDB

85～90 45以上

同上同上同上

30

壁倍率

5倍以下

7倍以下

HDB

同上同上

30 45以上

90以上

57～90

※耐力壁側柱の場合は下記寸法とする ※耐力壁側柱の場合は下記寸法とする

2)柱脚・柱頭の柱ほぞ

4)斜めに取り付く梁端部

5.88kN以上山形プレートVP

D≦0.4HかつD≦250mm

接合金物用の切り欠きライン
小梁等の大入れ

節等の欠点が無いことを確認すること

・入り皮又はやにつぼが軽微であること

・丸身が20%以下であり、かつ1角においては10%以下であること

・曲りが0.2%以下であること。（土台用にあっては0.5%以下)

・ねじれがきわめて軽微であること。（土台用にあっては顕著でないこと）

・小口割れまたは目まわりが10%以下であること

・繊維走向の傾斜が80mm以下であること

t=9.0mm 80mm角

t=6.0mm 60mm角

構造用製材・構造用集成材（異等級構成）

防腐処理された土台を現場で加工し、防腐・防蟻性能が損なわれる場合は、
加工した部分に再度防腐処理を行うこと

アンカーボルト(Zマーク）

T4● 10.1kN大入れ蟻掛け+羽子板ボルト

T1 傾木大入れ短ほぞ+羽子板ボルト 7.5kN

SB･FS,SB･ES同等品

SB･FS,SB･ES同等品

同等以上への変更可

・節の径比が40%以下であり、集中径比が60%以下であること

6)無等級製材
無等級製材を構造材に用いる場合は下記について確認すること

●

●

ホールダウン金物25kN用 -25 25.0kN以上

ホールダウン金物35kN用 35.0kN以上35

●

樹種 備考

T5 15.9kN大入れ蟻掛け+羽子板ボルト 2箇所 SB･FS,SB･ES同等品●

● TH

継
ぎ
手

J1 10.1kN

-

-

J2 15.9kN

HP15-KT035

J3

22.3kN HP15-KT068

21.5kN

又はオメガ短冊スリム10 直付片面(ﾀﾅｶ)

オメガ短冊スリム10 x2　直付並列(ﾀﾅｶ)J4

1)同等以上の認定品の金物を使用しても良い      ※認定書の適用条件をよく確認すること

2)HDアンカーを用いる金物を、それ以外の金物に変更する場合は、監理者へ協議すること

3)真壁耐力壁部分で枠材に金物を取り付ける場合は、枠材を欠損させずに専用の金物を用いること

  やむを得えず枠材を欠損させた場合は、耐力壁の面材の開口部として補強を行うこと

オメガ短冊スリム10 x2　直付両面(ﾀﾅｶ) HP15-KT061

腰掛け鎌(蟻)継ぎ＋短冊金物

腰掛け鎌(蟻)継ぎ＋短冊金物両面

羽子板HD35kN(片引きセット)(ﾀﾅｶ)

(HP22-KT131)

35.7kN

羽子板HD35kN(両引きセット)(ﾀﾅｶ)

(HP22-KT130)

35.8kNTHr

無等級

C10k

構造用製材
べいまつ

105 x 105

無等級

C10Y

構造用製材
べいまつ

105 x 270

無等級

C13

135 x 135

構造用製材
ひのき

無等級

120 x 120

構造用製材
べいまつ

無等級

120 x 120

C12 C12k

構造用製材
すぎ

-

105 x 105

無等級

C10

構造用製材
すぎ

C12X

240 x 120

構造用製材
べいまつ

無等級 無等級

C15 C18

105 x 150 105 x 180

構造用製材
すぎ

構造用製材
すぎ

無等級

一部欠損有り 一部欠損有り

●

軸組部材

横架材

1)防腐処理

1)GW27e12とG21eの接合部

●

●

●

梁幅 x 梁せい 符号 備考等級

土台・梁リスト

105x150G15

G18 105x180

105x105

樹種

無等級

105x210G21

G24 105x240

G10 構造用製材-すぎ 無等級

柱の有効細長比

鉄骨階段要領図

sec.Bsec.A

階段接合部　詳細図 1/10

70 高耐力ホールダウンHi(タナカ) 高耐力ｵﾒｶﾞｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

を使用すること

68.1kN

(HP14-KT158)

PB 45.9kN以上● 高耐力柱脚金物45（BXカネシン） HP13-KT115

● パイプ式独立低柱脚金物LB（TATSUMI） HP22-KT045 6.3kN以上LB

105x270G27e13 E135-F375構造用集成材
-異等級対象構成

-べいまつ

120x270GW27e12

G36e

G39e

105x360

105x390

G21e 105x210

G42e 105x420

G45e

G48e

105x450

105x480

E105-F300

E120-F330

G27e12 105x270

105x240G24e12

構造用集成材
-異等級対象構成

-べいまつ

G27k 105x270

105x300G30k

G33k 105x330

G36k 105x360

G24k 105x240

135x240GW24k 土台

束 105x105 構造用製材-すぎ 無等級

無等級構造用製材-ひのき

垂木 45x90@455 BX高耐力たる木ビス　垂木施工

120x105

間柱 無等級構造用製材-すぎ105x45@455

90x45@455

87(90)x45@455

(9mmプレーナー落とし)

(3mmプレーナー落とし)

内壁部真壁片面張り

内壁部真壁両面張り

Y15

105x105

105x150

柱頭柱脚金物［V］

外壁部両面張り(大壁+真壁)

外壁部大壁片面張り

壁高さ3m以上は＠303

96(105)x45@455

120x270GW27e13

G21k11 120x210

構造用製材
-べいまつ

構造用製材-すぎ

構造用製材
-べいまつ

無等級

機械等級区分
E110

Y15は横胴縁とする

95×197.5まで断面欠損可

200

12040 4040 40

40 404040

80

40
40

7
0

7
0
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0
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0
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0


